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ボランティア「ホスピタルクラウン」の海外での活動風景（当院でも活躍しています。）
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q 所属　　

w 前任地

e 趣味

r その他　自由

新任医師の
ご紹介

安藤 寿夫
q 不妊センター

w 名古屋大学医学部付属病院

e ガーデニング、パソコン

r 子を望みながら子宝に恵まれ

ない苦しみは、当事者にしか理解することので

きない根深いものです。一方、医療は日進月歩

で進歩しており、可能なことも多くなってきま

した。市政100周年の今年、全国的にも有名な

豊橋市民病院不妊センターにお招きいただいた

ことに感謝し、最先端かつ温かい生殖医療を皆

様に提供していきたいと思っています。不妊症

の患者さんは勿論、未婚で子宮内膜症や子宮筋

腫などで悩んでおられる方も遠慮なく不妊セン

ターを受診してください。
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現在、入院診療費は全ての医療行為について診療報酬点数に基づいて計算した額（出来高）

でお支払いただいております。

平成18年度より厚生労働省よりＤＰＣ対象病院に指定されましたので、６月（予定）に入院

した患者さんよりＤＰＣによる入院医療費の包括払い制度に基づいて計算した額でお支払いた

だくこととなります。

ＤＰＣとはDiagnosis Procedure Combinationの略で厚生労働省が本院のような急性期疾患の

医療を担う病院を対象に平成15年度から試行的に導入している制度で、今後、急性期医療を担

う病院はこの制度に移行するといわれています。

この制度では、入院費のうち入院基本料、投薬、注射、検査、画像診断（レントゲン、ＣＴ

など）などは包括化され疾病分類ごとに厚生労働省が定めた１日あたり定額となり、これに、

患者さんの状況により治療が大きく異なる手術、放射線治療、リハビリ、特殊検査などの出来

高を合算して請求することとなります。この制度によると、一般的に言われている「検査漬け」、

「薬漬け」による医療費の増加はなくなることとなります。また、今後、厚生労働省から疾病分

類ごとの情報が公表されることが予想されますので、自分の病状に対する入院費用が概算では

ありますが予定できるようになると考えております。

なお、この制度による請求は、一般病棟の入院患者さんが対象となり、結核病棟や外来につ

いては従来どおりの出来高での請求となります。また、患者さんの病気・治療内容などによっ

ては出来高で請求する場合もあります。
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当院では、これまで院内における携帯電話の使用を禁止してきましたが平成18年2月1日

より使用許可区域に限り、携帯電話（メール含む）の使用を認めることとし、併せ

て電源オフ区域を設定いたしました。

なお、使用許可区域以外での携帯電話使用は患者さんの安静療養を守る必要から、引き続き

使用禁止とさせていただきます。

携
帯
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話
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用
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つ
い
て
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放射線技術室

透視撮影装置のご紹介

今回は、放射線技術室から、エックス線・テレビ室に設置される透視撮影装置をご紹介します。

今までは、フィルムに撮影をして現像することで、写真を見ていただいておりましたが、今回設置さ

れる装置は、フィルムの代わりにＦＰＤという受光部に、Ｘ線を

受け直接写真にすることができる装置です。現像処理がいらなく

なり環境にもやさしくなっております。デジタル写真ですのでモ

ニターに表示させることもできます。

また撮影の方向を自由に変えられるＣアーム型装置も二台設置

され、多方向から病変部を撮影することができるようになりまし

た。今まで見えにくかった部位なども見やすくなり、早期発見、

早期治療に役立つものと思っております。

四月から、設置場所がエックス線・テレビ受付（17番）に移り

ますので、よろしくお願いいたします。

臨床工学室

酸素の消費について

酸素（O２）は呼吸によって体内に取り入れられ、血液によって各器官に供給されます。供給された酸

素は頭脳の活動に使われたり、運動のエネルギーとして消費されます。脳と筋肉の比較では、脳の酸素

消費量の方が大きいです。全身の臓器・器官の内最大の酸素消費量である脳は、その重量わずか1.4kg

で体重の２％程ですが、その消費量は全身の約25％にあたります。その反面、筋肉のように酸素をある

程度貯蔵できるミオグロビンのような物質がないため、供給された酸素

は、一瞬にして使い果たしてしまいます。もし心臓停止などで血液が止

まれば、脳の機能もその瞬間止まり意識不明で仮死の状態に陥ります。

呼吸している空気が無酸素状態となれば、肺血液による必要な酸素分圧

が得られないので、その無酸素空気の１呼吸でさえ意識喪失をもたらす

危険があります。筋肉の酸素消費量は、脳に比べてかなり小さいのです

が、全身の筋肉の総量はかなりあるので、その活動時の酸素消費量の増

大は無視できません。全身的に運動量が増せば、酸素消費量は著しく増

大し、最大活動時には全身的な酸素不足をきたし、運動終了後もしばら

くの間、酸素不足を解消するための深大な呼吸と頻脈が続きます。

青竹 平成18年3月27日 第28号y

診療技術局から
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◇副作用が起きやすくなります。

薬は肝臓で代謝され、血液で全身に運ばれ、患部で効果をあげて、働き終わると腎臓

から排泄されます。高齢になるとその薬を代謝、排泄する大事な肝臓や腎臓の処理機能

が低下するために、薬の副作用が起こりやすくなります。

副作用を恐れて、適当に自分の判断で薬の量を減らしたり、特定の薬をわざと飲まな

いようなことはしないでください。何かいつもと体調が違うことがありましたら医師ま

たは薬剤師に相談してください。

◇相互作用に気をつけましょう。

高齢者の方は複数の病気にかかっている場合が多く服用する

薬の種類が多くなりがちです。そのために薬と薬の相互作用が

起こる可能性が高くなります。

ふだん飲んでいる薬を医師または薬剤師に必ず伝えて下さい。

重複や不都合な相互作用を防ぐために大切なことです。

◇くすりの飲み方に気をつけましょう。

加齢による視力や聴力の低下を原因とする薬の見間違いや飲み方の聞き間違いで、誤

った飲み方をすることが考えられます。うっかり勘違いで２回分飲んでしまうと危険な

薬もあります。

錠剤やカプセルを薬の包装シート（ＰＴＰシート）から取り

出さずに服用したために胃や腸を傷つけてしまったという事故

も高齢者では時々起こっています。また、薬を寝たままの姿勢

で飲むと、食道で止まってしまい、食道潰瘍などの深刻な副作

用が発生する場合があるので、できるだけ上体を起こして十分

な水またはぬるま湯で飲んでください。体の不自由な方はご家

族や介護の方のご協力が必要になります。

薬を正しく理解して健康的な毎日を過ごしてください。
薬　局
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ご 意 箱見
～院長からのご返事～

『健康増進法が施行されましたが、その第25条に受動喫煙の防止ということで「学校、体育館、
病院、劇場、観覧場、集会場、展示場、百貨店、事務所、官公庁施設、飲食店その他の多数
の者が利用する施設を管理する者は、これらを利用する者について、受動喫煙（室内又はこれ
に準ずる環境において、他人のたばこの煙を吸わされることをいう。）を防止するために必要
な措置を講ずるように努めなければならない。」と規定されました。そのため、病院内は全て
禁煙エリアとさせていただいたところです。今年の冬は例年に比べ寒い日が多かったので、同
様の意見を多数いただきましたけれども、申し訳ありませんが、院内に喫煙所を増設する考え
はありませんので、ご了承ください。』

ご返事

1. 院内に喫煙所を作ってほしいのですが・・・。

『この件に関しましては、個人情報保護法が施行される時に院内で検討いたしました。確かに、
誰が受診しているか他人に分かってしまうからとの理由で、外来患者さんの名前を呼ぶのをや
めたり、病室から患者さんの名札を外したりすることを決めた病院もあったようです。当院の
方針といたしまして、名前を呼ばないと患者さんの取り違えなど医療事故に結びつきかねない
との理由から、当面、従来どおり名前を呼ばせていただく取扱いに決めたところです。今回の
ご意見は、今後の参考とさせていただきます。』

ご返事

2. 診察の時、席を外していると全館放送で名前を呼び出しますが、知られたくない人もいると思うので、
診察券の番号などで呼び出すようにしたらどうでしょう？

『お褒めの言葉をいただきありがとうございました。このようなご意見に接しますと、病院に働
く者として大変勇気づけられ、また励みとなります。入院では様々な不安や心細さを患者さん
が持たれますので、それらを少しでも和らげるような看護に心がけていますが、一方で、患者
さんの早期の社会復帰も考慮し、自分でできることは、なるべくお願いするようにしています。
退院してからご自分でできる事をしなくなったとのことですが、おそらく一時的なもので、健
康に自信がついてくれば自然と直ると思います。ご家族の方は暖かい励ましの言葉をかけてあ
げてください。』

ご返事

3. 今回、主人の入院で初めて市民病院に行きました。医師、看護師の皆さんの笑顔がとてもうれしく安
心して入院でき、感謝の気持ちで一杯です。しかし、あまりに親切に対応してくれたため、退院して
から自分のできることもしなくなりました。入院中も自分でできることは、自分でするようにしては
どうでしょう？

『ご意見を設置業者に伝えました。洗濯の量など使用される条件にもよりますが、メーカーでは
一般的な使用なら十分なすすぎ時間だということです。』
※すすぎが悪いと思われる場合は、業者に調査させますので管理課へご一報ください。

ご返事

4. 洗濯機を利用していますが、すすぎの時間が短すぎるのでは？
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『建設的なご意見ありがとうございました。障害者手帳の有無ではなく、病院を訪れる患者さん
は何らかのハンデを持っているのだから、障害をお持ちの方と同様に扱うべきではないかとの
意見もあるなかで、身体障害者用駐車場の現状ですが、なかなか有効な解決策が見つからず、

ご迷惑をおかけしています。現在は、午前中に2回、クローバーマーク
や車椅子マークのついていない車が駐車していた場合に、指導・啓発チ
ラシを貼らせていただく取組みをしています。特に、休日夜間出入り口
横の身体障害者用駐車場につきましては、車椅子利用等で移動で本当に
困られている方に使っていただくために広めの区画としたものですの
で、譲り合いの気持ちで、気持ちよくお使いいただけたらと思います。』

ご返事

5. 身体障害者用駐車場に一般の人が止めるのが目立つので、ステッカーなどを貼るようにしたらどうで
しょうか？

『このようなご意見に接しますと、病院に働く者として大変勇気づけ
られ、また励みとなります。ただ、まだまだ厳しいご意見を伺うこ
ともありますので、今後は、いつでも、どこでも、だれにでも同様
のご意見をいただけるよう、医療サービスの標準化と更なるレベル
アップをめざしたいと思います。』

ご返事

7. 入院中の食事（常食）がおいしかったです。スタッフの対応もよかったです。
ありがとうございました。

『院内に掲示させていただきましたが、平成18年2月1日より院内の一部で携帯電話の使用を許
可いたしました。デイルームにつきましても、使用許可区域に指定させていただきました。
「青竹」のNo.27でも掲載いたしましたが、携帯電話の効用も一定理解したなかで、以前から
の様々なご要望・ご意見を考慮して決めさせていただいたものです。ただ、使用許可区域であ
っても、まわりに迷惑をかけるような大きな声での通話や医療機器に近づけないなどのルール
をお守りいただくことを前提とした許可ですので、皆様のご協力をお願いいたします。なお、
許可区域以外ではマナーモードに、電源オフ区域では必ず電源をお切りください。』
※携帯電話の使用については、今回の「青竹」に詳しく載せてあります。

ご返事

8. 付き添いやお見舞いの方がデイルームで頻繁に携帯電話を使用している。
入院の時、キチンと説明をして欲しい。

『ご意見ありがとうございました。他にも図書館を作って欲しいなどのご意見がありましたが、
抵抗力の大変低くなった患者さんもみえますので、感染対策上の問題もあり、現在は行ってお
りません。ただ、本の持つ効用も十分認識しておりますので、取り入れるならどんな形が考え
られるか、今後検討いたします。』

ご返事

6. 移動図書館を作って、週一回でも病棟の寝たきり患者さんなどを回り本の貸し出しをしたら、楽しみ
が増えると思いますが？
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私は前院長の瀬川　生先生より、病院の役に

立つから是非とも豊橋ロータリクラブに入会す

るよう指示をいただいておりましたので、長屋

孝美豊橋医師会長のご推薦で会員にしていただ

いています。

昨年10月23日トヨタスタジアムで2005－

2006年 国際ロータリ第2760地区大会が催さ

れました。そこで小島 哲R.I.会長代理の講演を

拝聴しました。ここで会長代理は3つの話題を

お話になりました。一つめは奉仕について、二

つめは交換学生のこと、三つめは水のお話でし

た。

ここで披露いたします話は一つめの奉仕（サ

ービス）についてです。

それは、完全に目の見えない方の話です。大

阪の西にある神戸、そこからちょっと大阪寄り

に「六甲」という街があります。そこから大阪

へ毎日仕事に通っておられます。

ある日、通いなれた大阪駅で、改札口に向か

ってとことこ歩いて、まさに改札口へ入らんと

した時に、どこかから走って来たおっさんと衝

突したそうです。おっさんは大変怒りまして、

「お前気いつけんかい」と喧嘩腰になったんで

すが、すぐに白い杖に気づいて目が見えないと

わかりました。「なんや目見えへんのか、しゃ

あないな」と、トーンダウンしたんです。その

方は正面が改札だと思って歩いたんですが、ぶ

つかって体が回りますと、改札の方向がわから

ないんですね。うろうろしてましたら、そのお

っさんが「お前、何うろうろしとんのや、改札

口はこっちや」といささか乱暴に改札へ案内し
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てくれたそうです。その後も、「お前どこへ帰

るんや」「わいは六甲まで」「わしもそっちへ行

くんや」と、電車のプラットホームに案内して

電車に乗せてくれました。「今日は空いとる、

ここへ座れ」と座らせてくれたそうです。目の

見えない方は、電車に乗っても、どの席が空い

ているかはわからないそうです。触ってみない

とわからないのです。その次は、止まっている

駅がどこかがわかりません。降りる駅まで勘定

しないといけないので勘定してましたら、「お

前何勘定しとんねん」と聞くので、「八つめが

六甲なんで」と言うと、「六甲の先まで行くか

ら、着いたら言うたるから心配すな」と六甲ま

で送ってくれたそうです。六甲へ着いたあとも

「出口こっちや」と、ドアの方へ連れていって

くれて、「プラットホームは10センチほど低い

から気いつけや」と降ろしてくれたそうです。

目の不自由な方は、声のする方に丁寧に頭を下

げ、「今日は非常に楽に帰って来れました、あ

りがとうございました」と丁寧に礼を言われた

そうです。それを受けて、おっさんは「気いつ

けて帰れや」と言ったそうです。その後、独り

言を言ったそうです。その独り言がプラットホ

ームの目の不自由な方にもはっきり聞こえまし

た。「そうか、こんな俺でも人の役に立つこと

があるんやなあ」と言ったそうです。

目の不自由な方は最後に「あの方は、きっと

これから町の交差点などで目の見えない人が困

っていたら『どこへ行くんや、横断歩道こっち

や』と言って、案内してくれるでしょうね」と

おっしゃってました。

私は、この話が「ロータリーのサービス」、

「超我の奉仕」を表わしているような気がする

んです。目の不自由でない人は、苦労してサー

ビスしているつもりはなかったのですが、相手

はものすごく喜んでくれました。相手の喜びが

自分の喜びに返ってきているわけです。それが

「そうか、こんな俺でも役に立つことがあるん

やなあ」という独り言に現れているんです。

この話のように、健康人である病院職員にと

っては苦労してサービスしているつもりでは無

いけれど、病気の人（ハンディキャップのある

人）にはものすごく喜んでもらえることが沢山

あると思います。このようなことが、相手が患

者さんであれ、患者さんのご家族であれ、職員

同士であっても意識せずにできるようにしてい

きたいと思います。
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当院のご案内は下記でも行っています。併せてご覧下さい。
豊橋市民病院インターネットホームページアドレス
http://www.municipal-hospital.toyohashi.aichi.jp
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当院のご案内は下記でも行っています。併せてご覧下さい。
豊橋市民病院インターネットホームページアドレス
http://www.municipal-hospital.toyohashi.aichi.jp

院内コンサート
～ゴスペルコンサート～

●と　き 平成18年5月23日（火）
午後1時30分～午後2時30分

●ところ 豊橋市民病院 診療棟1階アトリウム

■出　演 Voice of love の皆さん

ゴスペルソング、キーボード

皆様ひと時をお楽しみください。

豊橋市民病院の理念
信頼に応える技術、人に優しい思いやりのある心、

地域に開かれた安らぎのある病院

豊橋市民病院の基本方針
１．地域に開かれた信頼のある病院、患者に優しい思いやりのある医療を目指します。
２．地域の基幹病院としてふさわしい高度な医療を提供するとともに、特殊医療、救急

医療等を積極的に受け持ちます。
３．基幹病院としての役割を担いながら、他の医療機関との間の有機的な連携のもとに

当院の行うべき医療活動を推進します。
４．医学及び医療技術の研鑚に努めるとともに、医学・医療の進歩に寄与します。
５．研修医、医学部学生、看護学生、コメディカル、救急救命士などの教育を積極的に行

います。
６．地域住民の保健知識の普及に努め、健康増進活動に参加します。
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